
少
子
高
齢
化
や
世
帯
の
縮
小
化
が
す
す
み
、地
域
の
中
で
の
孤
立
を
防

ぐ
取
り
組
み
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
る
現
在
、こ
れ
か
ら
の
宍
粟
の
地
域

福
祉
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

そ
の
指
針
と
な
る
宍
粟
市
社
協「
第
二
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
」の
策
定

に
8
月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
号
で
は
、地
域
福
祉
推
進
計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

第2次地域福祉推進計画の策定に全力で取り組んでいます

「
地
域
福
祉
推
進
計
画
」
は
、

行
政
が
つ
く
る
「
地
域
福
祉
計
画
」

に
対
し
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
地
域
住
民
を
は
じ

め
、
地
域
の
関
係
団
体
の
ほ
か
幅
広

い
地
域
福
祉
関
係
者
が
協
力
し
て
つ

く
る
も
の
で
す
。

そ
の
作
成
の
責
任
は
、
社
会
福

祉
法
で
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
的
な

役
割
を
果
た
す
団
体
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
社
協
に
あ
り
ま
す
。

現
在
の
地
域
の
状
況
を
行
政
で
は

な
く
、
住
民
か
ら
の
目
線
で
分
析
し
、

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
提
言

や
、
住
民
が
協
力
し
て
進
め
る
具
体
的

な
行
動
計
画
を
提
示
し
ま
す
。

民
間
で
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る

先
駆
的
・
開
発
的
な
取
り
組
み
や
、

行
政
や
社
会
制
度
の
狭
間
で
取
り
残

さ
れ
た
課
題
へ
の
対
応
な
ど
を
計
画

の
中
に
位
置
づ
け
ま
す
。

ま
た
、
社
協
活
動
を
強
化
す
る

た
め
の
内
容
も
含
ま
れ
ま
す
。

宍
粟
市
社
協
で
は
、
合
併
後
の

宍
粟
市
の
地
域
福
祉
や
社
協
の
運
営

に
つ
い
て
、
平
成
19
年
に
策
定
し
た

第
一
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
に
沿
っ

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

第
二
次
計
画
と
な
る
今
回
は
、

い
っ
そ
う
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
や

世
帯
の
縮
小
化
な
ど
の
問
題
と
、
そ

れ
に
伴
う
地
域
で
の
つ
な
が
り
の
喪

失
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
宍
粟
市
で
起

こ
り
う
る
福
祉
課
題
を
予
測
し
、
分

析
し
ま
す
。

そ
し
て
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て

地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
は
、
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
に
地
域
福
祉
を
進
め
る

の
か
、
考
え
て
い
き
ま
す
。

策
定
委
員
に
は
、
住
民
・
当
事

者
の
代
表
、
学
識
経
験
者
、
行
政
関

係
者
な
ど
12
名
の
方
に
お
願
い
し
、

第
１
回
委
員
会
を
８
月
６
日
（
金
）

一
宮
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

委
員
長
に
は
神
戸
学
院
大
学
の

藤
井
博
志
准
教
授
、
副
委
員
長
に
は

小
椋
清
之
助
宍
粟
市
社
協
副
会
長
を

選
出
し
ま
し
た
。

第
一
次
計
画
は
平
成
19
年
度
か

ら
21
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
計
画
で

し
た
が
、
第
二
次
計
画
に
つ
い
て
は

平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
5

年
間
の
計
画
と
し
、
来
年
5
月
の
完

成
を
目
指
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
計
画
の
策
定
に

は
、
委
員
会
と
は
別
に
、
社
協
の
地

域
福
祉
担
当
職
員
で
構
成
す
る
作
業

部
会
を
組
織
し
ま
し
た
。
作
業
部
会

で
は
、
委
員
会
で
の
議
論
に
必
要
な

デ
ー
タ
の
収
集
や
課
題
の
分
析
な
ど

を
行
い
ま
す
。

ま
ず
作
業
部
会
で
は
、
宍
粟
市

の
年
代
別
人
口
や
高
齢
者
世
帯
数
な

ど
の
基
本
デ
ー
タ
と
医
療
機
関
、
生

活
関
連
施
設
な
ど
の
社
会
資
源
な
ど

か
ら
中
学
校
区
別
に
地
域
の
特
性
と

課
題
を
分
析
し
た
「
中
学
校
区
別
福

祉
カ
ル
テ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

11
月
6
日
（
土
）
の
第
3
回
委

員
会
で
は
、
こ
の
「
中
学
校
区
別
福

祉
カ
ル
テ
」
を
説
明
し
、
委
員
が
日

頃
か
ら
地
域
で
課
題
と
感
じ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
委
員
会
や
作
業
部

会
で
の
議
論
を
経
て
、
次
の
よ
う
な

意
見
が
出
て
い
ま
す
。

①
 宍
粟
の
北
部
域
だ
け
で
な
く
、

山
崎
の
中
心
部
に
も
ひ
と
り
暮

ら
し
世
帯
が
多
い
。

②
 商
店
や
病
院
な
ど
が
国
道
29
号

線
な
ど
幹
線
道
路
沿
い
に
広

が
っ
て
い
る
こ
と
で
、
市
中
心

部
の
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る
。

③
 バ
ス
以
外
に
公
共
交
通
機
関
の

な
い
宍
粟
市
で
は
、
バ
ス
路
線

の
休
止
や
縮
小
な
ど
に
よ
り
、

住
民
、
特
に
高
齢
者
や
障
が
い

を
持
つ
人
の
移
動
権
の
確
保
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

④
 地
域
で
の
つ
な
が
り
の
喪
失
を

防
ぐ
に
た
め
に
は
、
自
治
会
ご

と
に
設
置
さ
れ
た
福
祉
連
絡
会

の
活
動
を
な
お
い
っ
そ
う
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
 認
知
症
な
ど
判
断
能
力
が
な
い

方
へ
の
権
利
擁
護
の
支
援
と
し

て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

事
業
の
利
用
促
進
を
図
る
。

⑥
 中
学
校
区
で
は
、
都
市
化
が
進

む
地
域
と
、
限
界
集
落
化
が
進

む
地
域
と
の
違
い
が
大
き
く
、

同
じ
方
法
で
の
取
り
組
み
が
難

し
い
こ
と
か
ら
、
小
学
校
区
別

に
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
取

り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
意
見
の
う
ち
、
社
協
で

解
決
出
来
る
こ
と
と
社
協
で
は
出
来
な

い
こ
と
、
ま
た
行
政
等
専
門
機
関
で
取

り
組
め
る
こ
と
な
ど
様
々
で
す
。
こ
の

辺
り
を
よ
く
考
え
、
こ
れ
か
ら
の
5
年

で
何
が
出
来
る
か
を
検
討
し
、
実
施
出

来
る
こ
と
に
つ
い
て
計
画
に
入
れ
る
と

と
も
に
、
そ
の
た
め
の
財
源
に
つ
い
て

も
考
え
ま
す
。

地
域
福
祉
活
動
が
細
る
と
地
域

衰
退
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
地
域
を
元
気
に
さ
せ
る
地
域
福

祉
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

来
年
5
月
の
こ
の
計
画
の
策
定

を
め
ざ
し
、
さ
ら
に
議
論
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

第2回策定委員会では、策定委員と作業部会員が4グループに分か
れ、ふだんの暮らしで感じる地域の福祉課題について話し合いました

高齢者や障がいをもつ人たちの通院手段としてな
くてはならない「外出支援事業」。買物や金融機
関等での手続きにも利用したいとの声があります

地
域
福
祉
推
進
計
画
は

民
間
の
活
動
計
画

今
後
５
年
間
の

　
　
動
き
を
予
測

今
回
は
５
年
計
画
！

地
域
の
困
り
ご
と
を

解
決
す
る
取
り
組
み
へ

地
域
を
元
気
に
す
る

地
域
福
祉
の
取
り
組
み
を

宍粟の地域福祉を創る宍粟の地域福祉を創る宍粟の地域福祉を創る宍粟の地域福祉を創る
5年後の5年後の5年後の5年後の

土居 正栄委員
（一宮支部）

中野 剛志委員
（山崎支部）

助光 和雄委員
（山崎支部）

鎌田 珠子委員
（山崎支部）

小椋 清之助副委員長
（波賀支部）

藤井 博志委員長
（学識者）

杉 尾  克 委員
（行政）

船積 攝子委員
（福祉施設）

山木 康子委員
（千種支部）

笹  泰 介 委員
（千種支部）

油田 久美子委員
（波賀支部）

柴原 蔦子委員
（一宮支部）
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施設関係の仕事をしているので、「ひ孫といっしょ」に知っているお年寄りが出るとなんかうれしいです。
（山崎町　女性）

読者の
感想より 

読者の
感想より 

身近な生活面のみならず、多くの活動に心から感謝申し上げます。いつも変らぬ職員の対応うれしい思いです。
（山崎町　男性）


